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取扱説明書 


このたびは本機をお買い巧めいただきましてまことにありがとうございまず。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」及び別冊の「工事説明書」をよく読 
んで、正しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、別肺の「工事説明書」、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 

•取扱説明書、工事説明書を紛失された場含は、お買い巧めの販売店にご相談くだ 
さい。 


A 警告 



ガソリン使用禁止 
L 使用燃料:阿油 


Am ^ 給排気筒を必ず 


点検してくださし、 
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五安全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここにおした表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危喜や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 

この表六を無視して、誤った取扱いをすると、人 
が死 t 、 重傷を負う可能性、または火災の可能性 
が想定される内容を示しています。 

么ミ主意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、乂 
が傷害を負う可能性や物的損害の発生が想定され 
る巧容を示しています。 


お守りいただく内容を、なの絵表示で区分しています。 


0 ( 1 ) 0 ®)® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ま意」していただく内容です。 

〇 € 

この絵表-示は、必ずしていただく「指示」內容でず。 


説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されています。 


么警告 （ WARNING) 


★ガソリン使用禁止 || ★給排気簡（管，ホ"■ス）外れ危険 


ガソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで <ださい。 

少量の混入でを、乂災の原因になります。 



女給排気筒トップ閱そ < 危険 


給排気筒(管、ホース）び外れたまま使用しない 
でください。 

外れていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 


危険でず。 



0 

禁止 


給排気筒トップの周りび雪でふさびれたままで 
使用しないで<ださい。ふごびれているとさは、 
除雪して < ださい。 

開そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険です。 



★巧類の乾燥厳禁 


あ類などの乾燥には使用しないで<ださい。 
乾燥ずるとストーブの熱気でゆれて落下して、 
火がの原因になります。 



禁止 






のを全のために必ずお守りください 



告 (WARNING) 


;古;: i 凰吃出□をふさがをい 

衣類、紙などで温風吹出口や空気取入□をふさ 
がないで < ださい。 

あ類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります。 


★スプレー定厳禁 



スプレーちやカセツトこんろ用ボンベなどを、 
ストーブの前や温風のあたるところに放置しな 
いでください。 

熱でちの圧力が上がり、爆発して危険です。 


0 


麵 


0 


★定期点検の実施 


定期的 （2 年に]回程度）に点検*整備を受けて 
ください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障作 
事故の原因‘こなり危険です。 

点検-整備はお買いず他の販売店皆資格者のい 
る店に依頼してください。 


★ご自身での据付け•移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危険でず。 

据付け工事は販売店や専門業若にご依頼くださ 
い。 

(ストーブを移設させる場含も同じです。） 



〇 
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意 （ CAUTION) 


ィ r 力ーテン、可燃物近接琴止 

力ーテン和燃え和すいものを近づけないでください。 
ス トー ブの前に可燃物を置かないでください。 

ス I -ーブの熱気で着乂して火災び発生するおそ 
れがあります。 

可燃物との離隔距離については I 事説明書の据 
付け例を参照してください。 


★異常時使用寧止 

万一異常を感じたときは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあ0ます。 



0 



み.. 
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1— 
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★給油時消乂 

給油は、必ず消 
火し、他に乂の 
気のない状態で f ™ 
おこなつて<だ^ 
さい。火災のお 
それがあります。^ 



〇 

消火 


★温風に直璋あた5ない 

温風や輪射熱に直接長時間あたらないでください。 
低温やけどや、脱水症状になるおそれがあります。 
温風を直接吸い込まないでください。気分が悪 
くなることがあります。 



0 















意 （ CAUTION) 


，★高温部璋魄驾 ih 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ガ 
—ド （ FR -4 已 C • FR - 已已 C ) 、ルーバー ( FF -45 C - 
FF - 已曰 C ) などに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあ0まず。 


. ゆ M 


(B 


★腰をかけたり物をのせない 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしなし、 
で<ださい。ストーブの故障や、がけどのおそ 
れがあります。ス t -- ブの上になびんや、水を 
入れたちのなどを置かないでください。水がか 
かると漏電や故障のおそれびあります。 



ち 

U — 一—」 
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★油漏れ確認 


1 



— 1 


0 


油タンク-ゴム製送油管-接合部-給油コック 
および機器などからの灯油漏れがないことを 
確認の上ご使用ください。 

灯油び漏れていると火災のおそれがあります。 


、漏れを確認 


づム製を;由管 



〇 


★給排気筒付近の可燃物お接禁止 

給排気筒トップの近くに、灯油や可燃物など引 
火のおそれのあるわのを置かないで<ださい。 
火災のおそれびあります。 


★指や異物を入れない 


ガードの中や温風吹出□や空気取入□などに、 
指や可燃物、針金などの異物を入れないでくだ 
さい。 

けが皆火災のおそれびあります。 
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★分解修理の禁止_ 

故障、破損した5、使用しなし巧ください。 
不完全な修理は、危険です。 


® \ m 

<^、々口?ホホ1し 力 n—i I 


丸改造使用の禁止 

改造して使用しないでください。 
また、ストーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
でください。 

火災や、排ガスが室內に漏れる原因 
となり、危険でず。 

★電源コードを傷めない 


Q 


分解禁止 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んで<ださい。 
(また、傷んだプラグやゆるんだ 
コンたントは使用しないでくだ 
さい。） 

乂がの原因になります。 

城れた手での旅さ差しはしない 
で < ださい。 

感電の原因になりまず。 


〇 


IV - 

しつカバ J と 


電源コードに無理な力を加えたり 
傷付けたり束ねたり、物をのせたり 
加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コー 
ドを持って引さ抜かないでください C 
電源コードが破損し、火がや感電の 
原因になりまず。 


Q 


3 




田]安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


★長期間使用しないと动ま電源プラグを巧く A 電源プラグのお手入れをする 


長期間使用しないときは、電源プラ 
ク‘をコンセントから抜いてくださし、。 
火災や予想しない事故の原因となり 
ます。 


运 

電源プラグを夜く 


ときどさは電源プラグを抜き、ほこ 
り（及び金属物）を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気など 
で絶縁不良になり）火災の原因にな 
ります。 


〇 


>高地(標高15日 OnU ソ上)では使用禁止：「女お子様ゃぉ年寄りのご使用にを意 


酸素濃度が讀いので不完全燃焼します。 

10日日〜1日日 Om の攝所では再調整び必要でずので 
販売店へお問い合わはください。 



0 

使用禁止 


★巧燃'化ガス使用禁止 

ス I -ーブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスが発生ずるもの（ガソリン、 
ベンジン、シンナ ー ）、スプレーを 使 
巧しないでください。 

火災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 


お子様がお年寄り、体のご不自由な 
かたびお使いになる場合は、やけど 
などについて、周囲の人が充分に注 
意してください。 

★巧面にミま意 

ほこりや、タバコの煙などにより、 
温風吹出□周ぶの床面わ、)ちれたり変 
色することがあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、 
そり返ることがありまずので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 


〇 

指巧 

4 



願い （ NOTICE) 


女な油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 


回使用する場所 


★効果的に使用ずるために 



〇 




*3 . 

国 


>温風の循環を妨げるちのびない場所に設置 
して < ださい。 


>外気に接する窓の下や壁側に設置すると効 
果的でず。 


•熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることがあります。 
熱に強いマットなどを敷いてください。 


〇 
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3 n 口 G のなまス 


が観図 FR-4 己 C-FR- 己己 C 


FF-450FF-55C 


谤•作那-を巧部 


铸巧热-表を部 






ガ T ソスが诗 


ヒートエレメント 


フ□ントバネル/ 



リセツトボタン 


ストレーナ 


フ□ントパネル 
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リたツトボタン 
スト レーナ 


フアンフィルター(温風巧空気取入口） 


背面カバー(上） 


背面カバー(ち） 


巧流用フアンモータ- 
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\衍巧1^ング 
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图各部のなまえ 


操作•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意味 


デジタル 
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点な……タイマー運転待機中でず。 
点滅 タイマー時刻を設定中でず。 

























表示部 _ 

■現在時刻表示 温）！ □ 

現在の時刻を表示しまず。 時5十口 

設定温度 室巧温度 

参タイマー 

I 温度 
日寺言十 



タイマーボタン セーブボタン 

タイマー運転をおこなうときに使います。 セーブ運転の設定 I 解除をおこないます。 


r 固使いかた」 の 尽イマー運賠のしかた 1 参照 「固使いかた」 の 巧 Z —ブ運範のしかた I 参照 


室温/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 


r 囲使用前の準備」 の [] 見在時刻の設定のしかた I 、 




設定温度 室の温度 


■故障.異常により自動消火したときの 
エラー 表示 

自己診断機能により、異常時には G 〜 
と- dU ，と- U !- を表します。 

(「圆故障•異萬の見がけかたと姐置ち法」 参照） 



チャイルド□ックランプ 

点灯 ……チャイルド□ックが設定されています。 















图使用前の準備 


燃料 


(§) 燃料は、灯油 （ JIS 1号'打油）を必ず使用してください。 


A 警告 


★ガソリン厳禁 

力’ソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶对に 
使用しないでください。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 


011 


>ガソリン、シンナーおよびこれらが'混入した灯 
油、変質灯油、巧れたに[油、水やごみの混じって 
いる灯油などは、絶对に使用しないでください。 

>灯油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で丹油専用容器を使って保 
管してください。 


打ミをとガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のないところでおこなってください） 


〇な油 


X ガソリン 



ぶ巧 


ミ需れたままでず。 


ずぐ乾いてしまいます。 


給油のしか 



給油の際の手順とミ主意 


1ミ 


油タンクに給油ずる。 

参油タンクの給油口ふたをはずし、灯油を巿販の給油ポンプで 
油量計を見なびら給油して < ださい。 

•給油の際は、給油口つィルターを取り去6ないでくだごい。 




0 


給油の際にこぼれた灯油をふきとる。 

•給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみがた 
まっていれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
□から市販の給油ポンプをドレン受けのにごしこみ、水辟ご 
みなどを販いだしてください。 

給油口ふたを必ず元通りに閉める。 


燃斟切れのま意 J 


•燃焼中に打油がなくなると消火しまず。 

このとき r 給油ランプ」 が点滅し、ブヴー音がして異常があったことを知らせます。 

油タンクに幻*油があるのに 「給油ランプ」 が点滅するとさは、送油経路のつまり、空気たまりげ考えられま 
す。このようなときは、 「屋]使用前の準備」 の 由のした守こ i fefe 戒ホ左み^ み や r 回使用前の準備」 
の惊乂 前の準備と確認 1 「定油面器のリセットボタンのセット」 を参照して送油経路の点検をしてください。 
•再運転ずる場合は、本体温度が充分下がってから油タンクに給油し、 「運起スイッチ」 を一度 「切」 にしてか 
ら 「入」 にしてください。 












[空気抜さの方法] 


•送油管の途中が山おになったり、もつれたりしていますと、送ミ由管 
の中に空気がたまって口油が流れないためにス I ブは「給ミ由ラン 
プ」が'点減して運転しません。 

このようなとさは iiTF の手順で処置をしてくださし、。 

(灯油をこぼさないように注意してください。） 

①バルブを全開にする。 

類送油管に山形(高低)びないように平らにする。 

③ストーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることができる容器に入れはずれないよう 
に固定する。 

® バルブを全開にし、送油管から'打油に空気び混じらない状態で連続 
して流れ出ることを確認する。 

ミ主意：バルブを全開にしてち灯油がまったく出ない場合は油タンク 
とス I ブ本体との落差(約3日 cm 必要)びない場合をあります 
ので確認-処置してください。 

⑤確認できたらバルブを全閉にする。 

風送油管をス I -ープ本体に接続する。 

のバルブを全開にする。 

® ストーブ本体の側面にあるホ色の リセ ッ ト ボタンを下へ]回押す。 
( D ス1-ーブを運転する。 



油漏れの確認 

ストープの置台、または送油経路（油タンクや送油管の接合部など）から油漏れがないかどうか確認してください。 
万一、油漏れしている場合は必ずお買い求がの販売店に修理依頼、または当社にご相談ください。 

給気ホース-が気筒接続の確認 

給気ホース-排気筒が正し<接続されているか確認してください。 

外れていると運転中に排ガスが漏れ大変危険です。 

ストーブ周ぶの確認 

ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないで<ださい。 

定油面器のリセットボタンのセット 

定油面器の赤いリセットボタンを、下へ]回巧してください。 

点乂するたびにセットする必要はありませんび、シーズン初めや、本体設置 
場所を変更したとき、または対震自動消乂装置が作動したあと再運転すると 
さは、リセットボタンをちう一度、押しなおしてください。 

. -お願い-、 

• U セツトボタンは日秒じ(上巧し続けたり、カラーを外して押さないでください。 f -：] リセット 

参を油面器から灯油があふれたり燃焼が継続しないことがあります。 



空気 送油管 



※製品の側面にあります 



囲使用前の準備 


電源プラグをコンセント（家庭用 
AC 1 日 OV ) に確実に差し込む。 

•デジタル表示部は「-」表示され 

ますので、現在の時刻をセットしてください。 
♦このとを r 給油ランプ」 が点滅する場合は、 




ストーブに灯油びきていませんので、 rw 使用前の準備 I の I 給油のしかた l i 歷化 M か括 m を劍引/て 


送油経路を点検してください。 


現在時刻の設定のしかた (運転停止中にしかできません) 



現抽き刻が午後7時10分の場台 
①〇または〇のボタンを1度巧ず。 

「時計ランプ」び点滅します。 

( D デジタル表示を見なが5 0のボタンを押して「，'弓間に合わせる。 

③ デジタル表示を見なが!5 0のボタンを押して「ぶ」に合わせる。 

• 0:3• 0のボタンは、一度押ずごとに]時間または]分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、 「時計ランプ」 び点滅している間に(勺•に^のどちらかのボタンを押し 
て < ださい。 

時刻合わせができなかった場をは、もう一度または (2) のボタンを押してやり直してください。 

④ r 時計ランプ」が、点滅か5点巧に変わり、設定が完了しまず。 

f -お願い—- 

•ストーブの時刻表示びズレる場合は、コンセントを一度抜いて、ちラー度差し込み直して、時刻を 
設定してみてください。それでを直らないときはお買い求めの販売店までお問い合わせください。 

•ストーブに初めて通電したとき和、停電後や、電源プラグを温度 □( - j I -^ 

抜いて再通輩した場合、デジタル表示は「—」表示され時計 ■ — — •—— 

ますので、現在の時刻を設定してください。 I - f I - - 

設定温度室内温度 


★省電力機能 

♦時計表示中に、日分間経過しますと、省電力機能び働いて、デジタル表示部が「消な」して、電力の消費 
をおさえます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチじ(がのどれかのボタンを押すと表示します。 

運転スイッチを押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマ…待機中この機能は働さません。） 











固使いかた 



①油タンクのバルブつまみを「全開」にする。 ① 



② 「運閱スイッチ」を巧して「入」にずる。 

•ブヴー音びして「運転スイッチ」が点滅しまず。 

•「温度ランスび点の'し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

③ 約120秒後に自動的に点乂し、「運転スイッチ」が点灯に変わります。 

. -お願い- 

•ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙が出る場含があります。 

このような場をは、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）を少し開け、半曰か!5 
] 曰程度、「強」運転をしてください。 

•初めて運転ずるときは、送油経路に巧分燃料が供給されていないた故、一回で点火しない場合があ 
りますから、しばらく待ってからもう一度点乂操作をおこなってください。 

•] 〜2回点乂操作をして、点火しなかった場合、何回も点火しないでください。バーナー內に灯油 
びたまります。販売店にご連絡ください。 

万一灯油がたまったことに気付かずに点火したときは、「運転スイッチ」を押しなおして「切」にし、 
たまった灯油が燃えつきるまで待ってください。 このとさ、 電源 プラグをコンセントか5抜かない 
で < ださい。 

•点火後約日分間は、温度調節に関係なく 「弱燃焼」 しまず。 

•点乂後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

•室温び日 DCLU 下の場合は、点火までの時間は約4分になります。 

•運転開始時に閉止弁が開くため、 「カチッ」 と音びします。 






固使いかた 


室温の調節のしかた (運乾中にしかできません) 


貝雷入後、初めてお使いになる場合は、「, PC 」（20 むび 
設定温度となります。 


温度 ■ 
時計 □ 


iD 

0 

〇 

10 


設定温度 


室内温度 



©0 またはら）ボタンを1度押す。 

「温度ランプ」び、点滅しまず。 

® 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見なびらシこ J のボタンを押します。 

③温度を下げるとき。 

デジタル表71^を見なが b © のボタンを巧します。 

f 

•温度設定をする場合は r 温度ランプ」 が点滅している間にの•じジボタンのどちらかを巧してくだ 
さい。設定でをなかった場合はちう一度押して、皆り直してください。 

•設定温度は10む〜32む、室溫表示は一9で〜3日むまで表示します。 

•室温表示は室温が一10むし：!下の場合 「 L ，ご」、 36で LU 上の場合は ,」 と表おします。 

♦設定された室温にコント□—ルするたがに自動的に火力を調節します。 

•一度設定温度ををがますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、消火後再運 
転ずる場合も同一設定温度になります。 

V_ 

. -お願い- 

室温調節は、ストーブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしち前面パネルの「デジタル表示部」の室內 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、 ルー ムサーミスタを、工事説明書の こ ルームサーミスタの配線(移動 y^i を参照し 
て、適切な位置に付け誓えてください。 


公 







セーブ運輯のしかた (運範中にしかできません) 


セーブ運転時は、運転中に室温げ設定温度より、約2で上昇ずると自動的に r 消火」しまず。また設定 
温度まで下がると、自動的に r 再点乂」しまず。 



①「セーブボタン」を巧ず。 

「セーブランプ」び点 I 灯し、設定されまず。 


解除のしかた 


⑥「セーブボタン」を押ず。 

「セーブランプ」が消灯し、解除されます。 

. -お願い- 

セーブ運転を連続して使用しますと、ガラスにすすが付くことがあります。ときどきセーブ運転を 
解除し、乂力を「強」燃焼で1〜2時間燃焼させてください。 （ FR -4 已 C • FR - 已已 C のみ） 


ぶ 







圆使いかた 


タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとを) 


タイマー運転をする場合は、 「间使用前の準備」 の 現在時刻の設定のしかた 

に従って、時刻合わせを 

してからでないと、タイマー運転でさまはん。 

\ _ . 

/ 


/ 

このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 

室温によるタイマー点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希望の時刻 

1日む1^上一設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておさます。 

日で〜1日む^設定時刻の1日分前 

(室温15で(下の場合） 

、- 

〇でし:^下設定時刻の20分前 



lit 午前6時30分に設定したい場含 ミ逼度 

時計 

①「タイマーボタン」を巧す。 

初めて設定ずるとさはデジタル表示部の表示が 
「-.」表示に変わり、「タイマーランプ」が点滅します。 



設定温度 


室内温度 


♦タイ 7- 
〇セー ブ 


②デジタル表示を見なが5 0のボタンを押して「 S 」に台ねせる。 
(3) デジタル表示を見なが5 0のボタンを巧してじで」に台わせる。 


♦ C へ〕 ‘W のボタンは、一度巧すごとに]時間または 10 分間ずつ進みまず。押し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをずる場合は、 「タイマーランプ」 が点滅している間に （3 ‘0のどちらかのボタンを 
押してください。 

•設定できなかった場合は、おう一度 「タイマーボタン」 を押してやり直してくだごい。 


④「タイマーランプ」が、点滅している間に「運輯スイッチ」を巧して「入」にする。 

少し待つと、タイマーランプが点口してデジタル表示は現なの時刻を表示してセットが完了します。 








f -お願し、- 

•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押し 
て 「タイマーランプ」 の 点滅中に、 「運転スイッチ」 を 「入」 にす る だけで 同一時刻で設定び完了します。 
•「運転スイッチ」 を巧して、 「運転ランプ」 び点滅しているときに、 「タイマーボタン」 を巧すと、 「夕 
イマーランプ」 び点滅し、少し待つと 「タイマーランプ」 び点灯しセットび完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってくださし、。 

V_ 

解除のしか反 

タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場含。 

〇 r 運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

一[タイマー運転の解除] 

© r 運転スイッチ」を再度巧して「入」にずる。 

-[通常運転開始] 

タイマー運転のま意事項 

. -お願い- 

•通常運転中に r タイマーボタン」 を押すと、消乂して 「タイマー運輯」 の状態になり、タイマー運転時 
刻に自動的に点火しまず。 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に 「タイマーボタン」 を押すと、 

1日秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電びあったときや、ストーブを揺らして対震自動消火装置び作動したとき 
は点火しません。 






固使いかた 



①「運転スイッチ」を巧して「切」にする。 


• 「運転スイッ升がしばらく点滅してから、消灯しまず。 

•デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 

消火後しばらくは対流用フアンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 

巧流用フアンが止まるまで、電源プラグを抜かないでくだごい。 

f -お願い- 

•ストープの消火は電源プラグをコンセントから振きとったり、ストーブをゆすって消してはいけま 
せん。 

•外出するときは、必ず消火してください。 

•長期間留守にずるときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 

r 消火後再点乂ずるときの注意 


消火後ずぐに再点火すると、過熱防止装置が作動したり、異常音び出ることびありますので、しばらく 
冷えるまで待ってから再点火してください。 



①運輯中や運転停止中に r チャイルド□ックボタン」を3秒 1 U 上長押しすると r チャイ 
ルド□ックランプ」が点巧し、チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は運転スイッチで消火のみ操作巧能です。設定温度の変更などの他の操作はでをません。 
♦運転停止中はすべての操作がでさません。 

解除の しかた, 

③チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3秒な上長 
押しずると「チャイルド□ックランプ」が消巧し、チャイルド□ックが解除されまず。 













使用上のミま 



A 注意 


女高温部接舶禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ガード ( FR -45 C - FR - 已已 C ) 、 
ルーバー （ FF -4 己 C • FF - 已已 C ) などに手などふれないでください。 
やけどのおそれがありまず。 


接触禁止 


•ご使用中に、においがしたり目が’しみる場合は、給排気筒 
やパッキン部か日も排ガスがもれていることげ考えられ危 
険です。 

使用するのをやめてお買い求めの販売店にご相談<ださい。 

•ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやすくなり、結露水が凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスが室内に漏れる原因となり危険で 
ず。また、ストーブの寿命を短くする原因にちなりまず。 

•屋外の給排気筒トップび雪に埋もれたり、結氷していない 
か、曰常点検してください。 



0 




♦長期間使用しない場合や、使用期間が終わりましたら、必 
ず電源プラグをす友いてください。 

ほこりや巧れびついて発火ずることがあ0ます。 

♦このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはストーブが故障ずることがあります。 
雷が発生したら電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
ると安全でず。またス I -ーブをいた曲ることちありません。 

♦油成分が多量に飛散する場所では使用しないで<ださい。 

•ストーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び 
混入ずるおそれびあります。 

♦使用中、停電や電源プラグが抜けた後に再通電しまずと、 
デジタル表示部に 「 f - ，ご」 が表示されます。このような 
場含の再点乂は、しばらく待ってス I -ーブの本体温度が充 
分下がってからおこなってくだごい。 

•正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色が混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることげありまずが異常 
で I まありません。 



C 

電源プラグを抜 （ 


コンセント 


電源プラグ 


17 





固安全装置 


•安全装置が作動ずるのは何 5 かの異常があるときでずから、下記の処置をしても正常にな 5 ないと 
きは、お買いボめの販売店にごホ目談ください。 

•お全装置び作動した場合は、「運転スイッチ」を押し「切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を巧して「入」にしてください。（再点乂操作） 


安全装置 

はた 5 さ 

処 置 

巧震自動消乂装置 

E ~ S 

•運転中にストーブ本体が地震(震度約 5 ソ上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、乂災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

•タイマー運転中に, E - 弓を表した場を、夕 
イマー運乾は解除されまず。 

♦地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常びないことを確認し 
てから再点火してください。 

点乂を全装置 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 

♦点乂ヒーターの故障が原因 
で建転を停止したとさはバ 
-ナー底に灯油がたまりま 
す。たまったな油をふき取 
ってから、 ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電ちを装置 

E - 0 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び通電されてら運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場ち、タイマ 
一運乾は解除されまず。 

•再点火操作をします。 

♦現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
しふ:^ 0 

燃焼制御装置 

E - S 

♦燃焼中におが消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置でず。 

•再点火操作をします。 

過熱防止装置 

E - IS 

•対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でス 1 -ーブが異常過熱したとを、また 
は フアンフイ ルターにほこりびつまった場合 
に、火災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
します。 

•つ アン フィルターのほこり 
を取り除いてから、再点火 
操作をします。 

•処置をしてち、繰返し作動 
するときは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

E - 表示は安全装置が作動したときのエラー表示です。 

詳しくは、 「回]故障•異常の見分けかたと処置方法」 を参照してください。 

- -お願い 

すべての処置は必ずストーブ 
を消火し、本体温度が充分下 
びってからおこなって < ださい。 





3 点検-手入れ 


点検-手入れをおこなうときは 


♦点検•手入れをおこなうときは、ストーフを消乂し、ストーブが充分冷えてから、必ず電源プラグを损 
いておこなってください。 

•部品に軸るとき和、内部を掃除ずるときは、手をけがしないよラに、手袋をはがておこなってください。 
•ストーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

♦電装部品や燃焼部の取0はずし、分解はおこなわないで<ださい。 


使用のたびに 


女同圏の纖 

•ス I -- プの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいものを置かないようにしてください。 

♦ストーブはいつも清潔に掃除してください。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、スト 
-プのいたみを早他ます。 

•給排気筒巧びトップの周囲には、危険物や障害 
物がないよラにしてください。 

★ほこり 

•ス1-ーブについたほこりや';ちれは、掃除機で暇 
し挪ったり固くしぼった需れ雑巾などでふき取 
って < ださい。 

★真気 • ずす 

♦燃焼中に排ガスのにおいがしたり、給排気筒卜 
ップからすずが出ていないか確認して<ださい。 
異常があれば販売店に連絡してください。 


★油漏り、油のたまり、油のにじみ, 

•送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみがあるかどラかを調べる。給油の 
ときこぼれた阿油はよくふきとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消火操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認した後、漏れた灯油を取りのぞいてから点火 
操作をしてください。 

★み睡魔 

•ゴム製送油管を少し巧ばてひび割れしていたら 
交撰してください。 

•ホースバンドのゆるみがあれば締めなおしてく 
ださい。 

•ゴム製送油管は2年に]度は新しいちのに交換 
されることをおすずめします。 


1箇月に1回喊上 


★ガラス炎筒 〔 FR -4 己 C ， FR - 日已の ★フアンフィルター 


•ガラス炎筒がずすでちれて<るよラな場合や、 
破れびある場合は、販売店に相談の上、修理交換 
して < ださい。 


★のぞき窓 〔 FF -4 已〇 FF -55 C ) 


•のぞを窓びすすで巧れてくるよ5な場合や、 
破れがある場含は、販売店に相談の上、修理交換 
して < ださい。 


•ストーブ背画のフアンフイルターを引き抜いて 
から、ほこりを掃除機などで取り除いてください。 



ぶ 


























因点検-手入れ 


箇月に1回な上 


★反射板のほこり 〔FR-4 曰 C-FR-55C) 


•ストーブの反射板にほこりびたまった場合は、ガードの 
ち端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ引いてガードを開 
いてから、乾いた巧で、たまったほこりをふき取ってく 
ださい。 


★ルーバーのほこり 〔FF-4 己 OFF- 己已 C〕 


♦ルーパ'-が巧れたり、ほこりび付着した場合は、掃除機や、 
固くしぼった城れ雑巾などでふき取ってください。 





3箇月に1回扮上 


★油タンク 


★油タンク巧の水 


•給油□フイルターびごみやほこりで目づまりし 
まずと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま 
ず。給油ロフィルターを取出して、付着したご 
みやほこ0を取り除いてください。 


•油タンクに水やごみがたまっているよラでした 
ら、ドレン抜をや、油タンクのストレーナなど 
か b たまった水やごみを取り除いてください。 


★電源プラグ-コンセント 


•電源プラグ、コンセントにほこりやミちれびたまると火災の原因 
になることがあります。 3箇月に ] 〜2回電源プラグをコンセ 
ントから抜いて、付着したほこりやちれを取り除いて<ださい。 


★定油面器のストレーナ 


•定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ストーブの格納 
(シーズンオフ）のとき、次のように灯油で洗逢してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

③定油面器のストレーナの取出□に容器をあてびっておき、2 
本のねじをはずして、ストレーナを说さだす。 

③ストレーナを口油で洗浄する。 

這)ストレーナをもとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふきとる。 
風油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れがあるかないかを点検する。 



Slik 















シーズンに 1 回切上 


!★パッキン 

•燃焼中、室内ににおいがこもるよラな場合は、とく 
に注意して点檢してください。 

•ガラス炎筒とパーナーの接続部、ガラスが筒と熱 
交換器の接続部 ( FR -45 C - FR - 己己 C ) 

• 燃焼筒とノ くーナーの接続部 （ FF -45 C • FF - 已已 C ) 

• 点火 ヒーターの 取り付け部 


★点火ヒーター 

•点火ヒーター及びパッキンが古くなり、切 
れたり、すをまなどがあると、点火不良及 
びガス漏れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 


★燃焼リング、ノ（ーナー、燃焼筒 〔FF-45C• FF- 己己 C) 、熱交換器 


•燃焼 U ン义パーナー、燃焼筒 （ FF -4 曰 OFF - 日日 C )、 熱交換器は高温になりまずので焼損することびあり 
ます。とさどを点検し、変形や焼損していたら早曲に修理してください。（販売店にご相談ください） 


★給が気筒、排気筒 


ご使用中、においびしたり目がしみる場含は、給排気筒、排気筒やパッキン部か5排ガスがもれてい 
ることが考えられ危険でず。点検後お買いボめの販売店にごホ目談ください。 


•給排気筒や排気筒の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定のが態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、とさどき点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているづム製のリング （0 リング)は耐熱性のものですが、 S 〜3年で炭化す 
ることびあります。ゴ厶の硬化及び割れなどがある場合には、においや排ガスびちれるおそれびあり 
ますので新しい部品に交撰してください。 

■給気 ホー スびふごびつていないか点検してください。 



日 U ング 

種類 

運動用日 U ング 

呼び径 

P 39 4範^ 

材質 

シ|」3ンゴム 1 


地震などの災害び発生したときの点巧について 


♦地震などにより製品に振動、衝撃が加わったとさは、運乾をずる前に必ず次の点検を実施して<ださし、。 


点検内容 


♦機器の損傷の点検 •給排気筒回りの外れ、漏れの点検 •送油経路からの油漏れの点検 

女 点検で異常びみつかったとき皆、点検したのちに使用しているとき、排ガスのにおいびしにり目がしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の口3客様相談窓□—覧 I に修理依頼をしてください。 


ぶ 










圆定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に安全 
にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い求め店、または修理資格若(:（財） 
日本石油燃焼機器保守協を （ TEL 日 3-3499-2928) でおこなう挽荷管理講習を修了者（石油機器技術 
管理±)など〕のいる店、当社などにお問い舍わせください。 


定期点検の内容 

" 巧 容 

•定油面器•ストレーナの掃除 •油タンクの水抜さ 

♦送油経路の油ちれ 

♦電気配線-安全装置のはたらさ♦操作部品-動く部品のはたらさ 


•点火ヒーター、燃焼 U ング、ク□スマット、ゴム製送油管 

♦本体内部、 つァンつ ィルター、対流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター) 
•各接続部のパッキン、日1」ング•給排気経路の接続、つまり 


項_ 目 

送油経路の点検- 
掃 除 

機能部語の点検- 
確 認 

消耗しやすい部品 
の点検•交換 

掃除*点検 • 整備 






哥法定点検（長期使用製品安全点検制度) 


•この製品は消費生活用製品安全法(消安法）に定がられた特定保守製品です。 

•特定保守製品は、お客様自身による保守が難しく経年劣化による重大事故の発生のおそれびある 
ため、消安法により長期使用製品安全点検制度の対象に指定された製品です。 

♦点検期間に法定点検(有償）を受けていただくことが求められています。 

♦この製品の設計標準使用期間は8年としていますび、製造年から7年後の6月から9年後の6月まで 
を法定点検期間と設定しております。（具体的な法定点検期間については本体に表示しています。） 

ご登録いただいた所有者情報に基づさ、点検通知を送付いたします。 


•特定保守製品とは… 

「消費生活用製品のラち、長期間の使用に伴い生ずる劣化(経年劣化）により安全上支障が生じ、一般消 
費者の生命又は身体にがして特に重大な危害を及ぼすおそれび多いと認められる製品であって、使用 
状況等からみてその適切な保守を促進することが適当なをの(消安法第2条第4項）として指定された製 

□ 口でろ。 

♦法定の点検期間が到来したら点検を受けましよラ。 

•特定保守製品は、経年劣化による重大事故を防止するために、製品毎に設定された点検期間中に点 
検を受けることが製品の所有者の責務として求められています。（消安法第32条の 14) 

本製品に表示されております点検期間が到来しましたら、忘れずに点検を受けましよラ。 

•なお法定点檢後を使用を継続ずる場合には、こま姐に （1 〜2年)法定点検に準じに点検を受けること 
が本製品を安全にお使いいただくために必要となりまずので、ご';主意ください。 


♦法定の巧有ち登録をしましょう。 

• 特定保守製品の所有者は、この製品の製造(輸入)事業者に法定の所有者登録をすることが巧城 b れ 
ております。（消安法第32菜の8第1項及び第2項）製品に同捆した「所有者票」に記載して投函又は 1；( 

下の塵絡ち法にてご登録をお願いします。 未だご登録がお済みでない方や、所有者登録の内容に変 
更が生じた場含には、速やかにご登録をお願いしまず。ご登録されていませんと点検通知の送巧が 
でをまはん。 

• ご登録いただいた所有者情報は、消安法、個人情報保護法及び当社規定により適切な安全对策のち 
とに管理し、法定点検、リコール等製品安全に関するお知らせをずる場合 L ソ外には使用致しません。 

• 所有者票がお手元にない場合は、お問い合わせ連絡先にご連絡ください。 

■所有を登録の方法 

• 所有者票(返信； V ガキ)でのご登録 

製品に同栖されている所有者票に必要な事項を記載の上「保護シール」を貼り付け返送願います。 
•インターネットでのご登録 
下記のアドレスから登録いただけます。 
http://www.toy 日 tomi.jp/ 1 日 ken.gtml 
• 電話でのご登録 

株式会社トヨトミヴービス課日已 2-822- 1144へご連絡くださし、 

受付時間は、受付時間/平日9 :日日〜17 : 00 

义•年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスからご賣いにだけます。 
http://w\A/w.toyotomi.jp/profile/office/index.html 

•法定の点検通知をしまず。 

法定の所有者登緑をいただいたちに、法定の点検通知をいたしまず。（消安法第32条の] 2) 

引っ越し等で戸斤有者登録の内容に変更び生じた場合には、上記の変更登録をお願いしまず。 

変更登録をされませんと点検通知の送付がでをません。 




图法定点検（長期使用製品ち全点検制度) 


【本製品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を8年と算定しており、適切な点検をずることなく、この期間を超えて使 
用されますと、経年劣化による発火-けび等の事故に至るおそれげございます。 

嫁設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使用期間の算定の根拠>参照）の下で、 
適切な取扱いで使用し、適切な維持管理びおこなわれた場合に、安全上支障なく使用することがでをる 
標準的な期間として設計上設定される期間で、製 S 毎に設定されるおのでず。（消安法第32菜の 3) 
メーカー無償保証期間とは異なるちのですのでご注意ください。 


<設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使用期間は、製造年月を始期とし、（社）日本ガス石油機器工業尝規格 JGKAS 己 
406「家庭用密閣燃焼式石油温風暖房機の標準使用条件及び標準加速モード並びにその試験条件」に基 
づさ下の使用条件を想定して、当社において耐久試験等をおこなった結果算出された数値等に基づき、 
経年勞化により安全上支障が生ずるおそれが著しく少ないことを確認した時期を終期として設計標準 
使用期間を設定しております。 


項 目 1 

1 条件 

年間使巧時間 ； 

2.已00時問 

換気回数 

日.已回 /h 

暖房設定温度 

含2む 


くご注意<ださい！> 

•本製品を上記の標準的な使用条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた場合においては、 
設計標準使用期間よりち早期に安全上支障を生じるおそれが多くなることが予想されますので、製 
品に表示している点検期間よりも早期に点検を受けましょラ。 

.具体的な点検期間は、当社ヴービス課 (052-822'] 144)にお問いをわせください。 

•製品を目的がの用途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場合も設計標準使用期問の到来前に経年劣化等による重大事故発生のおそれが高まる 
ことが予想されまずが、このようなご使用は、お控えいただくようお願いいたします。 

【点検をおこなう事業所の配置その他体制に関する事項] 

本製品の点検に関するお問い合わせはし:!下の連絡先よりお願いいたします。 

■株式会社トヨトミサービス課 
Tel :日己 2-822-1 144 
Fax : 0己 2-822-2742 
•受付時間/平曰9 : 00-17 : 00 

※年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスからご覽いただけます。 
httpy/www.toyotomi.jp/profile/ofTice/index.html 
•点検料金について 

•点検費用は、お客様にご負担いただくこととなります。また点検の結果、整備が必要となった 
場合は別途整備費用び発生いたします。 

点検料金は技術料、出張料を合計した金額となります。なお点検料金の設定の基準は、下記の 
アドレスからご質いただけまず。 
http://www.toyotomi.jp/tyouki/index.html 
• 具体的な点横料金につきましては、上記の連絡先にてご確認いただけます。 

♦点検等に関する事業所は、 「お客様相談窓覧1( 別紙参照）に記載の支店-営業所になります。 






【点検の結果必要になると見ぶまれる部品の保有期副 


点検頃目 

整備用部品 

口阳□ぶ 

保有期間 

(1) 燃焼制御装置 

炎検知装置 

]0年 

(2) 安全装置 

巧震自動消火装置 

10年 

(3) 過熱防止装置 

バイ:)< タルスイッチ 

] 日年 

(4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

] 日年 

(日）燃焼状態 

熱交換器、点火ヒーター、燃焼リング 

]0年 


上記部品は経年劣化により不具合が発生するおそれのある箇所に関する部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するために必要な部品）とは異なります。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年でず。 

【本製品の清掃その他日常的におこなうべき保守の内容巧びそのち法】 

•本製品を安全にご使用いただ<た奴には、お客様においてち曰常的に清掃や安全確認をおこなって 
いただ<ようお願いいたします。 

•本製品の取扱説明書 P 1 9 r 囚 点検•手入れ」 に記載の方法で清掃や安全確認をおこなってください。 
•清掃や異常を感じた場合の措置をおこなう際には、製品の運転スイッチを日 FF にして電源プラグを抜い 
てからおこなってください。 

♦本製品の取扱説明書 P 26 「故障•異常の見分け方と処置ち法」 に基づいて調べて異常び生じた場合 
は、直ちに使用を中止してお買い巧めの販売店に連絡してください。 


近 




圆故障.異常の見分けかたと処置方法 

修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


•修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。 

下表のよラな状態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

、レ 

巧]めて使用するとさ、けむ 0 和においび出る。 

製品の塗料やパッキン、燃焼部に付着した油や 
ほこりなどが焼けるた他でず。 

人 

点火-消火時に「キシミ音」がする。 

加熱、冷却時 (<- でる金属の膨張、収縮音です。 

消 

\ 1 / 

点火してもすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないに姐であり、ストーブ內部 
び暖まると自動的に出ます。 

人 

時 

初めて使用するとをは、電磁ポンプの振動 
音び大きし、。 

ポンプ内に空気が混入しているためです。 

しばらくすると止まります。 

1卜が 

「カチカチ」時計のような音びする。 

電磁ポンプの運転音です。 

ん 、 U 

焼 

燃焼筒や熱交換器の一部びラす赤 < 赤熱す 
る。 

異常ではありません。 


時 


ときどき黄色い炎がでる。 


異常ではありません。 







故障 • 診断チてック表 


処置をおこなっても改善されない場含や原因が特定でをない場含や該当する現象がない場をは、 
お買いずめの販売店までご連絡ください。 


\\、\、、、、、現象 

\ 
原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

灯 

し 

な 

し、 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

乂 

1 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 
用 
中 
急 
に 
ミ肖 

S 

置 

ム 

た 

油 

に 

じ 

み 

び 

起 

る 

び 

び 

D 

養 

出 

る 

ご日 

/m 

風 

び 

出 

な 

い 

突 

然 

ベ 

て 

を 

フ 

ン 

プ 

び 

消 

を 

る 

処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電した 

〇 





〇 

E -0 




〇 

停電復帰樓点火し直してく 
ださい 

巧震自動消火装置び作 
動した 






〇 

f-5 





定油面器のリセットボタンを巧し 
てか b 再点乂操作をしてください 

油タンクに水び入って 
いる 


〇 

〇 



〇 





水湿入の灯油をしっかり 
旅いて<ださい 

油タンクに灯油びない 


〇 




〇 





灯油を入れてくださし、 

_ 

不良灯油を使用した 


〇 

〇 

〇 







販売までご相談ください 

省電力機能が作動しま 
した 

L -_ 









〇 

操作部のいずれかのボタン 
を押して<ださい 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 



〇 


販売までご相談ください 

コント □— •ラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



〇 


// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 

1 

〇 

〇 



// 

フレーム□ッ ド不良 






〇 

E-B 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

1〇 

,〇 

〇 

〇 

ら-ら 




1 

1 

// 

点乂ヒーター不良 

. 

〇 



1 

1 




1 

: り 

排気筒接続不良 

V 


1 

1 

1 

1 

〇 

E - ぉ 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

排気筒の接続を確認して< 
ださい ぶ 


•燃焼中「カチカチ」音がずることがありますが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
•表中の表示は「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 











画故障-異常の見分けかたと処置方法 


1 原 因 

処置方法 ] 

1 •運転中に電源び切れました。 

1 •タイマー点火待機中に電源び切れ 

1 ましに。 

1 (停電安全装置が作動） 

♦電源プラグの是し込みを確認し、再点火操 
作をしてください。 

•点火安全装置び作動しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

•对震自動消火装置び作動しました。 

•作動した原因を取り除き、再点火操作をし 
てくだごい。 

•運転中に消火しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

•ブ□ア E —ターが故障しました。 

♦販売店まで連絡して<ださい。 

♦過熱防止装置び作動しました。 

♦本体温度が充分下がるのを待って、ファン 
フィルターを掃除し、再点火操作をしてく 
ださい。 

1 •バーナーヴー云スタが断線しました。 

: •バーナー内に打油びたまりました。 

•販売店まで連絡してくだごい。 

•着乂ミスを3回しました。 

•販売店まで連絡してください。 

♦排気筒びはずれました。 

•排気筒を点検して接続を確認し、再点火操 
作をしてくださし、。 

•定油面器巧の灯油面び上昇しまし 

1 た。 

•販売店まで連絡してください。 

給油ランプ点滅 

•ス 1-ーブに灯油がきていません。 

•油タンクに灯油を入れて<ださい。 

( 「间使用前の準備」の臨油のしかた参照） 

灯油びある場合は送油経路を点檢してください。 

•タイマー点火時刻び設定されてい 
ません。 

♦運転スイッチを r 切」にして、タイマー点火 
時刻を設をしてください。 

•室温び36で UU : になりました。 
•ルームヴー三スタの取り付け位置 
がよ <ありません。 

♦ル…ムサー S スタの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させて<ださい。 

•室温が一1〇む政下になりました。 

参ルームサー5スタの不良、断線、 
または配線振けでず。 

♦販売店まで連絡してください。 

' •省電力機能が作動しました。 

♦操作部のいずれかのボタンを押してくださ 
い。 

1 J 


八一表77^点減 



'し/, 


Lo 


全消な 



E- 



デジタル表示(エラー表示)の見方 


ストーブの運転中に異常び起こり消火した場含、下記のよラに、デジタル表示部に「エラー表示」しますので 
処置をしてください。 


示 

表 

- 

ラ 

王 


囚3国马园回图图 I 聖图 


--- rc - rc - - rc - - £ frc -- 〕 








回部品交換のしか 


★分解修理の禁止！ 

故障、破損した5使用しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 分解禁止 


短期間に消耗ずる部品は特にありませんが、ガラス炎筒 （ FR -4 己 OFR - 日己 C )、 定油面器、燃焼 U ング、 
電磁ポンプ、点火ヒーター、パッキンなどの交換部品が必要な場合は、お買い求めになった販売店に 
ごネ目談ください。 

★部品交換の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品がを使用して万一故障や事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 

不完全な修理はを険でず。修理をお受けになる場含は、財団法人日本石油燃焼機器保守協音でおこな 
う技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 



A 注意 


画保管(長期間使用しない場台） 

♦ス I ブを保管する場をは、 rr ろ 点検•手入れ」 の項を参照して、ストーブの手入れをしてから保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納•保管場所は、湿気•火気■高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかちストーブ 

の上には重量物をのせたり、人が乗ったりしないよう配慮してください。 

V_ _ __—_ ____ ^ 

1 ストーブを長期間使用しないで保管するときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜さ、油タンクの 
バルブを閉めてください。 

2 ストーブぞ使用する季節が終り格納するときは、油タンクの巧油を市販の給油ポンプで全部おさ取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して'な油で洗浄してくださし、。 

( 「17]点検•手入れ」 の I 定油面器のストレーナ1 参照) 

. -お願い- X 

油タンクの'な油を抜くとさは、送ミ由管の'灯油を完全に巧いてください。なミ由が残っていると型シーズ 
ンに使用ずるとを、つまってな油が流れなくなります。 

ストーブや油タンクの表面をふいてください。 

•固くしぼった請れ雑巾や、薄姐た中性洗剤で巧れを取り、乾いた巧で水気をふを取ってください。 
★シン户 一、 ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。 

本体にほこりが’たま5ないよう、適当なカバーをかけてください。 


附属品と「取扱説明書」-「工事説明書」-「保証書」も紛失しないよう同時に保管してくださし、。 







顆離…9。で 
段能…8。で 


■配線図 

トランス 


電源〇 



FF 

FR 

II 

44 
已5 
CC 


5.24 kW (0.509 L / h ) 


1.62 kW (日. 157 L / h ) 


発 

熱 

量 

18850 kJ/h 

5815 kJ/h 

熱 

効 

率 

86.0% 

86.日％ 

暖 

房出 

力 

4.50 kW 

1.39 kW 


が お 寸 


法 


質 


高ご目00 mm •幅 496 mm •奧巧41 8 mm (背面カバ…を含む） 
約 17 kg 


電源電圧及び周蔽数 M 00 V 日0/6日 Hz 

点火時250/2日日 W •敕源時日 4/49 VVI 待機時 1.1/1.0 W •最大680/68日 W (点夾初綱こ短時間発生) 
FFP -320 
給排気筒呼び径 i D 39 


定格消費電力 
給排気筒の型式の呼び 


給排気筒壁貫通部孔径 I 

ちト タ y Jna 於，, 

電流ヒューズ i 


70〜8日 mm 
260で1：1下 
4 A 


_き 

附 


全 装置'対襲自動消火装置•点火お套装置 I 停電お全装置•過熱防止装置•燃焼制御装置 


属 


品 


壁固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セット•木ねじ （1 本）•ゴム製送油管 （ Im )(1 本） 
ホースバンド（ル）に個） 


■送ミ由経路図 


同げ 舊 





操作表示基板 


運転スイッチ_ 


百 


[m 


青 


度 



□ 

赤 

ン 

言 

卜 

灰 

□ 

序 

S 

黄 

亡 

1 

1 


6.40 k \ A /(0.622 L / h ) 
23040 kJ/h 
86 . 0 % 

日.巳 OkW 


1.8 日 kW (0.180 L / h ) 
6 BB 7 kJ/h 
8目.日办 
l ,59 kW 


图仕様 



式の 

呼 

び i 

FR -45 C - FR - 己己 C • FF -4 己 C • FF - 曰己 C 、 

種 



類1 

密閉式石油ストーブ•ポット式 • 強制給排気お • 強制対流形 1 

点 

乂 

方 

式: 

電気点火 1 

使 

用 

r/n\ 

料’1 

灯油 （ J に1号） 


燃 焼 状態 最大 最小 


白黒緑ホ緑白 I 黄赤白青 


青黒ホ黄 


黄 


出 


董藝率|力 

費 

肖 
ご/ 

料 
燃 


熱誦 


発 


熱 


暖 

房 


FRI55C 
FF! 己 5 C 









巧アフターサービス 


保証について 

•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
巧客をご確認のうえ大切に保管して<ださい。 

•保記期間はお買いずめの日より1年間です。 

!穆理を依頼ずるとを 

•「回故障•異常の見分けかたと処置方法」 に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを抜いてから、お買いホ破の販売店にご連絡くださし、。 

•ご連絡いただきたい巧容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び…〔例〕 FR -4 己 C 

③ お買いお地年月日 

④ 故障のが況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
まず。 


♦保証期間び過ぎているときは、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さまず。 

♦修理料金は、技術料，部品化，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-注意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につきましては、保証いたしません。 


補修用性能部品について 


•密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修畑齡 g 部品の保有期間は製造打ち切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持ずるために必要な部記でず。 


転居される場合 


♦このス I ブは電源周波数5日、郎 Hz とち同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要ですので別紙の I お客様ホ目談窓口一覧 までご相談ください。 


/ 

A ま 忌 

★分解修理の禁止 

故障、破損した5使用しないでくだごい。 


V 

不完全な修理は、危険でず。 

分解禁止 

J 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわか5ない場ちは、お買いおめの販売店、または、 
紙参照）までお問いをわせください。 


お客様相談窓口一覧 I (別 

ぶ 








圆据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼する ~~ 

♦据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


•据付けについては、火災予防条例、電気設偏に関ずる巧術基準などの法令の暮準びあります。工事説明 
書の「安全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよ<ご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長ずる場含のミ主意 


•給排気筒を延長する場含は、3 m 3巧びりな下で取付けられる場所を選定してください。 


積雪地区におけるミ主意 


•積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸いぶんで、不完全燃焼を起こすことがあります。 


据付け後の確認 


•据付けが終りましたら、もう一度、工事説明書の r 安全のために必ずお守り<ださい」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え巧け!5れているかどうかを確認してください。 
















•試運転は、販売店交は据付業者とご一緒に必ずおこなって<ださし、。 


ぉ重雖哥 

1 r 问使用前の準備」 の I 給ミ由のし商对 、 I 点火前の準備と確認 I に従って運転準備をしてください。 
イ♦「居]使いかた」 に従って運転させてください。 


2初期運転時の異常現象 

•ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙が出る場ちがあります。 

このような場含は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）を少し開け、半日わ、5 
1日程度、「強」運転をしてください。 

•送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていまずと、送油管の中に空気びたまって油び流れ 
ないことびあります。 「@使用前の準備」 の I 給油のしかた] * 敲ミ户 級ド就 にがって送油管の中 
の空気を抜いて < ださい。 

Q 正常運転の目を 

•正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火がときどさまじる青炎です。 


消乂の手順 ] 


>|-|已 I 使いかた」の陣乂のしかがに 従って消乂操作をしてください。 






愛情点検 


★長年ご使用の FF 式ストーブの点検を! 



ご使用の際 
:のよラなことは 
ありませんか 


•油もれする。 

•点乂しにくい。 
•強いニオイがする。 
•炎が異常に黄色い。 
♦運輯中異常な音がする。 
♦その他の異常•故障がある。 


FF 式ストーブの補修用性能部品の保 
有期間は、製造打ち切り後7年でず。 


故障や事故防止のため、 
コンセントか5電源プラ 
グを巧いて、必ず販売店 
に点検-修理をご依頼く 
ださい。 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

お買いホめ年月曰 

年 

月 

曰 

お買いホめ店ち 

(電話番号） ( 

) 

— 

ノ 


株式会社 1-31-5 

本社 千4日 7-08 曰己 _ 

名ち屋市瑞穂区桃園町5蚕17号 
フ IJ — コール 0] 2日-]日 4-1 己4 
TEL く〇已2>822-1144 
FAX く〇已 S 〉 822ぶ742 




